
 清瀬市手話言語条例(案)に対して提出された意見等の概要及び意見に対する市の考え方 

 

 令和７年６月１６日から令和７年７月１６日までの間、清瀬市手話言語条例（案）に対する意見募集を行った結果、１人の方から１件

の意見が提出されました。 

 そこで、この意見に対する市の考え方を取りまとめましたので、清瀬市パブリックコメント実施要綱第８条及び第９条の規定により

次のとおり公表します。 

 

 

１ パブリックコメントの概要について 

 

  （１）意見の募集期間   令和７年６月１６日から令和７年７月１６日 

 

  （２）資料の閲覧場所   市ホームページ、各地域市民センター、駅前図書館、生涯学習センター、男女共同参画セ  

ンター、児童センター、コミュニティプラザひまわり、清瀬けやきホール、市役所本庁舎

行政資料コーナー、障害福祉課 

 

  （３）提出方法      障害福祉課窓口、郵送、ファックス、電子メール（Logo フォーム） 

 

  （４）意見応募者数    １人 

 

  （５）意見件数      １件 

 

 



２ 意見等の概要及び意見に対する市の考え方 

 

ご意見（原文） 

「附則この条例は、令和 7年 10 月 1 日から施行する」この施行日ありきの姿勢に非常に疑問があります。パブリッ

クコメントを求めて３ヶ月後の施行が前提というのであれば、少なくともこの条例案を作成する段階、もしくは案を

作成した後において権利を尊重すべき対象者に対し、意見を聞く機会を広く設けていなくてはならないと思います。

しかもその対象者となる方々の人数を清瀬市は把握しているはずですし、清瀬市の 7 万 5 千人強の人口に対して意

見聴取に困難を極めるレベルではないとも考えます。この条例の目的を達成するためには、その内容と実態が伴った

ものでなければその実効性は薄く、制定した事実だけが残り、陳腐化する形だけのものになると考えます。現時点の

条例案に対する清瀬市の姿勢は、手話に対する向きあう姿勢が疑われかねない状況であると一市民として恥ずかし

ささえ覚えます。先日国会では手話に関する法令が成立しました。条例はその行政区が独自に制定して良いという認

識に相違がないとするならば、敢えて申し上げますが、デフリンピックが東京で開催されるからそれに間に合わせる

ために条例を制定するかのように見えて仕方がありません。この条例を制定する上で、一番重要なことは、この条例

が制定されることで権利が尊重される当事者の意見を広く聞き入れられ、実のある、そして魂が入った、どの行政区

よりも当事者に寄り添った条例にすべきと考えます。そのためにも現在設定されている施行日の制定にこだわるこ

となく、まずこの条例によって権利が尊重される当事者の意見を聞き入れ、その事実とともに再度条例案を市民に公

表し、パブリックコメントを求めることを希望いたします。 

 

 

市の考え方 

ご意見のとおり、条例の目的を実効性のあるものとするには、制定で終わりにするのではなく、その施行後の周知や

施策の具体化に向けた取り組みを進める中で、引き続き検証していくことが重要であると認識しております。そのた

めにも、当事者の方々からのご意見を伺うことは重要であると考えております。条例（案）の検討にあたりましては、



当事者の方々をはじめ、関係団体の方々にもご意見を伺いながら進めてまいりました。限られた時間ではございまし

たが、多くの貴重なご意見をいただけたものと考えております。今後も、条例の趣旨を広く市民の皆様にご理解いた

だけるよう取り組むとともに、条例に基づく施策の展開においては、より多くの方々の声に耳を傾けながら、実効性

の高い施策づくりに努めてまいります。この度の貴重なご意見は、条例制定に向けた参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


